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 待ちに待った台湾研修、私た

ちは、はじめ国立清華大学と工

業技術研究所（ITORI）を訪れ

ました。清華大学ではグループ

に分かれ、現地の大学生に研究

室、大学を紹介していただきま

した。私が訪れた研究室では有

機共役高分子や、さまざまな金

属の研究をおこなっており、と

てもレベルの高いものでした。

ITORIでは、国策的な活動をし

ているという点もあり、最先端

技術と思われるものが多々あり、

感動しました。 

次の日は、今回の研修のメイン

とも思われる附属中との交流を

しました。研究発表では研究の

レベルが高いものが多く、また

何より英語のレベルの高さに驚

きました。また、現地の高校生

と１対１で学校や台湾について

様々なことをお話ししました。

その後、授業体験では英語の授

業に参加し、終始英語のみで緊

張感のある授業でした。また、

課題研究活動にも参加しました。 

最後に、科学について学んだこ

とはもちろん、そのほかにも４

日間という研修を通して普段学

ぶことができないことが多数身

に染みました。このような機会

を準備していただいた多くの

方々に感謝し、今後に生かして

いきます。 

２年理数科男子（米沢三中出身） 

 今年度で二回目となる台湾研

修を無事に終え、私達は日本で

は経験することができない貴重

な体験を沢山してきました。 

 私が特に印象的だった事は二

つあります。一つ目は師範大学

附属高級中学での研修です。現

地の生徒と英語での研究発表と

交流を行い、英語によるコミュ

ニケーションの大切さを身にし

みて感じました。私達は普段、

英語をテストなどの問題を解く

ために学んではいないでしょう

か。様々な人達と交流をするた

めに、英語を活かすことの難し

さを改めて感じました。 

 二つ目は国立清華大学での大

学生との交流です。清華大学に

は様々な研究室や施設が沢山あ

り、研究内容なども沢山見学し

ました。このことを自分の研究

に反映させていきたいです。 

私達は理数科として将来、英語

に触れる機会が多くなっていく

ので、今回の研修で学んだこと

を活かしていきたいです。 

２年理数科女子（米沢二中出身） 
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月日 時間 実施内容 
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（火） 

早朝 

午後 

夕刻 

米沢駅東口発 

成田空港発 

台北（桃園国際）空港 
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（水） 

午前 

午後 

国立清華大学での研修 

大学院生との英語によるランチミーティング 

工業技術研究院（ＩＴＯＲＩ）での研修 

台北101研修 

ホテル到着 
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（木） 

一日 国立台湾師範大学附属高級中学との合同研究発表 

 現地高校生との英語によるランチミーティング 

 授業体験 
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（金） 

早朝 

午後 

夕刻 

台北空港発 

成田空港着 

米沢駅東口到着 


